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療的ケアの提供に資する研究」 

・平成 30-令和元年度厚生労働省「医療的ケア児の判定基準確立のための研究」 

・令和 3 年度障害者総合福祉推進事業「医療的ケア児の実態把握のあり方及び医療的ケア児等

コーディネーターの効果的な配置等に関する 調査研究」座長 

・令和 4年度障害者総合福祉推進事業「医療的ケア児センターの地域支援機能、活動状況等に関

する実態調査及び医ケア児者支援に係る訪問看護ステーション等による連携等の調査研究」座長  

出前授業 

テーマ 

高校生を対象に講義できるテーマ・内容を記載してください 

赤ちゃんの救急蘇生法 

赤ちゃんや小さな子どものお家での事故防止対策 

お家で医療装置が必要な子ども達 

ふたごちゃん、三つ子ちゃんを育てるお母さんの苦労 

E-mail m-tamura@saku.ac.jp 

mstamura@m7.dion.ne.jp 
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